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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  必要に応じて液晶表示部の正面あるいは背面
から画像を観察できる。
【解決手段】  液晶を介して対向配置される各透明基板
のうち一方の透明基板の液晶側の面に形成した薄膜によ
り各画素にて光透過および光反射がなされるものであっ
て、前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反
対側の面に対向して少なくとも前記各画素の集合体から
なる液晶表示部の全域に及んで光を透過させるライトが
配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶を介して対向配置される各透明基板
のうち一方の透明基板の液晶側の面に形成した薄膜によ
り各画素にて光透過および光反射がなされるものであっ
て、
前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反対側
の面に対向して少なくとも前記各画素の集合体からなる
液晶表示部の全域に及んで光を透過させるライトが配置
されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  液晶を介して対向配置される各透明基板
のうち一方の透明基板の液晶側の面の各画素領域に半透
過型の反射膜を備え、
前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反対側
の面に対向してライトが配置され、
このライトは、少なくとも前記各画素領域の集合体から
なる液晶表示領域の全域に及んで対向配置される透光性
の導光板と、この導光板内に光照射し前記他方の透明基
板側に光出射させる光源とからなることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項３】  液晶を介して対向配置される各透明基板
のうち一方の透明基板の液晶側の面の各画素領域の一部
に反射膜を備え、
前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反対側
の面に対向してライトが配置され、
このライトは、少なくとも前記各画素領域の集合体から
なる液晶表示部の全域に及んで対向配置される透光性の
導光板と、この導光板内に光照射し前記他方の透明基板
側に光出射させる光源とからなることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項４】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち一方の基板の液晶側の画素領域に、該基板側から光透
過性の画素電極、絶縁性膜、一部に穴開けあるいは切欠
きを有する光反射性の画素電極が形成され、
前記絶縁性膜の表面に多数の凹凸が形成されていること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち一方の基板の液晶側の画素領域に、該基板側から光透
過性の画素電極、絶縁性膜、光反射性の画素電極が形成
され、
前記絶縁性膜はその一部が穴開けされて前記光透過性の
画素電極の一部が露出されているとともに、前記光反射
性の画素電極は前記絶縁性の穴開け部を回避した領域に
形成され、
前記絶縁性膜の穴開け部にはカラーフィルタが形成され
ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】  ライトが配置されている側の基板の該ラ
イト側の面に拡散粘着材層が形成されていることを特徴
とする請求項１、２、３のうちいずれかに記載の液晶表
示装置。
【請求項７】  ライトが配置されている側と反対側の基*
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*板の液晶と反対側の面に位相差板および偏光板が配置さ
れていることを特徴とする請求項１、２、３のうちいず
れかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】  ライトが配置されている側と反対側の基
板の液晶と反対側の面に拡散粘着材層が配置されている
ことを特徴とする請求項１、２、３のうちいずれかに記
載の液晶表示装置。
【請求項９】  電子回路を内蔵する筐体と、この筐体の
一辺部を軸に開け閉じができる液晶表示部とを備え、
前記液晶表示部はその一方の側の面および他方の側の面
から画像を認識できることを特徴とする携帯電話器。
【請求項１０】  電子回路を内蔵する筐体と、この筐体
の一辺部を軸に開け閉じができる液晶表示部とを備え、
前記液晶表示部は、液晶を介して対向配置される各透明
基板のうち一方の透明基板の液晶側の面に形成した薄膜
により各画素にて光透過および光反射がなされるもので
あって、
前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反対側
の面に対向して少なくとも前記各画素の集合体からなる
液晶表示部の全域に及んで光を透過させるライトが配置
されていることを特徴とする携帯電話器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に係
り、光反射モードあるいは光透過モードとして使用でき
るたとえばアクティブ・マトリクス型の液晶表示装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブ・マトリクス型の液晶表示装
置は、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の
基板の液晶側の各画素領域に、ゲート信号線からの走査
信号によって作動するスイッチング素子と、このスイッ
チング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供
給される画素電極を備えて構成されている。
【０００３】該画素電極は液晶を挟んで設けられる他の
電極（対向電極）との間に電界を生じせしめ、この電界
によって液晶の光透過率を制御するようになっている。
【０００４】そして、このような液晶表示装置におい
て、前記画素領域を二つの領域に区分させ、その一方の
領域に光反射機能を有する画素電極を、他方の領域に光
透過機能を有する画素電極を形成することにより、光反
射モードあるいは光透過モードとして使用できるものが
知られている。
【０００５】すなわち、液晶表示装置（液晶表示パネ
ル）の背面に配置されるバックライトを点灯させること
により、その光を液晶表示装置を介して（光透過機能を
有する画素電極を透過して）観察者側に照射させて、光
透過モードとなり、該バックライトを消灯させることに
より、たとえば太陽光等の外来光の反射により（光反射
機能を有する画素電極に反射させて）観察者側に照射さ
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せて、光反射モードとなる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな構成からなる液晶表示装置（液晶表示パネル）は、
それに対し一方の側から画像を観察する構成のものであ
った。
【０００７】このため、該液晶表示装置を組み込んだ電
子機器を作成する場合において、該電子機器の筐体の一
部において該液晶表示装置を組み込むというような構成
しかとれず、該電子機器の全体の構成に制限が加わり、
該制限を逸脱した新規かつ斬新な構成とすることができ
ないという指摘がなされるに至った。
【０００８】それ故、本発明はこのような事情に基づい
てなされたものであり、その目的は、必要に応じて液晶
表示部の正面あるいは背面から画像を観察することので
きる液晶表示装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
以下のとおりである。
【００１０】手段１．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各透明基板のうち
一方の透明基板の液晶側の面に形成した薄膜により各画
素にて光透過および光反射がなされるものであって、前
記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反対側の
面に対向して少なくとも前記各画素の集合体からなる液
晶表示部の全域に及んで光を透過させるライトが配置さ
れていることを特徴とするものである。
【００１１】手段２．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各透明基板のうち
一方の透明基板の液晶側の面の各画素領域に半透過型の
反射膜を備え、前記各透明基板のうち他方の透明基板の
液晶側と反対側の面に対向してライトが配置され、この
ライトは、少なくとも前記各画素領域の集合体からなる
液晶表示領域の全域に及んで対向配置される透光性の導
光板と、この導光板内に光照射し前記他方の透明基板側
に光出射させる光源とからなることを特徴とするもので
ある。
【００１２】手段３．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各透明基板のうち
一方の透明基板の液晶側の面の各画素領域の一部に反射
膜を備え、前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶
側と反対側の面に対向してライトが配置され、このライ
トは、少なくとも前記各画素領域の集合体からなる液晶
表示部の全域に及んで対向配置される透光性の導光板
と、この導光板内に光照射し前記他方の透明基板側に光
出射させる光源とからなることを特徴とするものであ
る。
【００１３】手段４．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
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の基板の液晶側の画素領域に、該基板側から光透過性の
画素電極、絶縁性膜、一部に穴開けあるいは切欠きを有
する光反射性の画素電極が形成され、前記絶縁性膜の表
面に多数の凹凸が形成されていることを特徴とするもの
である。
【００１４】手段５．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の画素領域に、該基板側から光透過性の
画素電極、絶縁性膜、光反射性の画素電極が形成され、
前記絶縁性膜はその一部が穴開けされて前記光透過性の
画素電極の一部が露出されているとともに、前記光反射
性の画素電極は前記絶縁性の穴開け部を回避した領域に
形成され、前記絶縁性膜の穴開け部にはカラーフィルタ
が形成されていることを特徴とするものである。
【００１５】手段６．本発明による液晶表示装置は、手
段１、２、３のうちいずれかの構成を前提として、ライ
トが配置されている側の基板の該ライト側の面に拡散粘
着材層が形成されていることを特徴とするものである。
【００１６】手段７．本発明による液晶表示装置は、手
段１、２、３のうちいずれかの構成を前提として、ライ
トが配置されている側と反対側の基板の液晶と反対側の
面に位相差板および偏光板が配置されていることを特徴
とするものである。
【００１７】手段８．本発明による液晶表示装置は、手
段１、２、３のうちいずれかの構成を前提として、ライ
トが配置されている側と反対側の基板の液晶と反対側の
面に拡散粘着材層が配置されていることを特徴とするも
のである。
【００１８】手段９．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、電子回路を内蔵する筐体と、この筐体の一辺部
を軸に開け閉じができる液晶表示部とを備え、前記液晶
表示部はその一方の側の面および他方の側の面から画像
を認識できることを特徴とするものである。
【００１９】手段１０．本発明による液晶表示装置は、
たとえば、電子回路を内蔵する筐体と、この筐体の一辺
部を軸に開け閉じができる液晶表示部とを備え、前記液
晶表示部は、液晶を介して対向配置される各透明基板の
うち一方の透明基板の液晶側の面に形成した薄膜により
各画素にて光透過および光反射がなされるものであっ
て、前記各透明基板のうち他方の透明基板の液晶側と反
対側の面に対向して少なくとも前記各画素の集合体から
なる液晶表示部の全域に及んで光を透過させるライトが
配置されていることを特徴とするものである。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明による液晶表示装置
の実施例を図面を用いて説明をする。
【００２１】実施例１．図２は本発明による液晶表示装
置の単位画素の一実施例を示す平面図である。液晶表示
装置の液晶表示部はマトリクス状に配置された多数の単
位画素の集合によって構成され、図２はその１つの単位
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画素を示している。また、図２のＩ－Ｉ線における断面
図を図１に示している。
【００２２】まず、図２において、透明基板ＳＵＢ１の
液晶側の面に、まず、ｘ方向に延在しｙ方向に並設され
る一対のゲート信号線ＧＬが形成されている。
【００２３】これらゲート信号線ＧＬは後述の一対のド
レイン信号線ＤＬとともに矩形状の領域を囲むようにな
っており、この領域を画素領域として構成するようにな
っている。
【００２４】そして、この画素領域における前記透明基
板ＳＵＢ１の上面にはその周辺を除いた部分に、たとえ
ばＩＴＯ(Indium-Tin-Oxide)膜からなる透光性の画素電
極ＰＸ（Ｔ）が形成されている。
【００２５】この画素電極ＰＸ（Ｔ）は画素領域の光透
過部における画素電極として機能し、後述する光反射部
における画素電極ＰＸ（Ｒ）とは区別されるものであ
る。
【００２６】このようにゲート信号線ＧＬおよび画素電
極ＰＸ（Ｔ）が形成された透明基板ＳＵＢ１の表面には
たとえばＳｉＮからなる絶縁膜ＧＩが該ゲート信号線Ｇ
Ｌおよび画素電極ＰＸ（Ｔ）をも被って形成されている
（図１参照）。
【００２７】この絶縁膜ＧＩは、後述のドレイン信号線
ＤＬの形成領域においては前記ゲート信号線ＧＬに対す
る層間絶縁膜としての機能を、後述の薄膜トランジスタ
ＴＦＴの形成領域においてはそのゲート絶縁膜としての
機能を、後述の容量素子Ｃａｄｄの形成領域においては
その誘電体膜としての機能を有するようになっている。
【００２８】そして、この絶縁膜ＧＩの表面であって、
前記ゲート信号線ＧＬの一部に重畳するようにしてたと
えばアモルファスＳｉからなる半導体層ＡＳが形成され
ている。
【００２９】この半導体層ＡＳは、薄膜トランジスタＴ
ＦＴのそれであって、その上面にドレイン電極ＳＤ１お
よびソース電極ＳＤ２を形成することにより、ゲート信
号線ＧＬの一部をゲート電極とする逆スタガ構造のＭＩ
Ｓ型トランジスタを構成することができる。ここで、前
記ドイレン電極ＳＤ１およびソース電極ＳＤ２はドレイ
ン信号線ＤＬの形成の際に同時に形成されるようになっ
ている。
【００３０】すなわち、図中ｙ方向に延在されｘ方向に
並設されるドレイン信号線ＤＬが形成され、その一部が
前記半導体層ＡＳの上面にまで延在されてドレイン電極
ＳＤ１が形成され、また、このドレイン電極ＳＤ１と薄
膜トランジスタＴＦＴのチャネル長分だけ離間されてソ
ース電極ＳＤ２が形成されている。
【００３１】このソース電極ＳＤ２は半導体層ＡＳ面か
ら画素領域側の絶縁膜ＧＩの上面に至るまで若干延在さ
れ、前記画素電極ＰＸ（Ｔ）および後述の画素電極ＰＸ
（Ｒ）との接続を図るためのコンタクト部が形成されて
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いる。
【００３２】ソース電極ＳＤ２と前記画素電極ＰＸ
（Ｔ）との接続は前記絶縁膜ＧＩに形成されたコンタク
トホールＣＨ１を通してなされている。
【００３３】なお、半導体層ＡＳとドレイン電極ＳＤ１
およびソース電極ＳＤ２との界面には高濃度の不純物が
ドープされた薄い層が形成され、この層はコンタクト層
として機能するようになっている。
【００３４】このコンタクト層は、たとえば半導体層Ａ
Ｓの形成時に、その表面にすでに高濃度の不純物層が形
成されており、その上面に形成したドレイン電極ＳＤ１
およびソース電極ＳＤ２のパターンをマスクとしてそれ
から露出された前記不純物層をエッチングすることによ
って形成することができる。
【００３５】このように薄膜トランジスタＴＦＴ、ドイ
レン信号線ＤＬ、ドレイン電極ＳＤ１、およびソース電
極ＳＤ２が形成された透明基板ＳＵＢ１の表面にはたと
えばＳｉＮからなる保護膜ＰＳＶ１、および有機材料か
らなる保護膜ＰＳＶ２の順次積層体からなる保護膜ＰＳ
Ｖが形成されている。この保護膜ＰＳＶは、その誘電率
を小さくさせ、前記薄膜トランジスタＴＦＴの液晶ＬＣ
との直接の接触を回避する層で、該薄膜トランジスタＴ
ＦＴの特性劣化を防止せんとするようになっている。
【００３６】また、この実施例では、保護膜ＰＳＶおよ
びその下層の絶縁膜ＧＩの一部に穴開けＨＯがなされ、
前記画素電極ＰＸ（Ｔ）の一部が露出されるようになっ
ている。すなわち、保護膜ＰＳＶおよびその下層の絶縁
膜ＧＩに穴開けがなされた部分にて画素領域内の光透過
部となり、そこから露出された前記画素電極ＰＸ（Ｔ）
が光透過部における実質的な画素電極となる。
【００３７】なお、保護膜ＰＳＶおよびその下層の絶縁
膜ＧＩの穴開けは必ずしも必要なものではなく、たとえ
ば光の吸収の観点等から好ましいというにすぎない。
【００３８】保護膜ＰＳＶの上面には画素電極ＰＸ
（Ｒ）が形成されている。この画素電極ＰＸ（Ｒ）はた
とえばアルミニゥム（Ａｌ）膜からなる光反射率の良好
な導電膜から構成されている。
【００３９】この画素電極ＰＸ（Ｒ）は、画素領域内に
て薄膜トランジスタＴＦＴの形成領域を回避した前記光
透過部を除く部分に形成されもので、光反射部における
画素電極として機能する。このため、画素電極ＰＸ
（Ｒ）は、保護膜ＰＳＶおよびその下層の絶縁膜ＧＩに
形成された穴開けＨＯの部分において、開口が形成され
た構成となっている。
【００４０】また、この画素電極ＰＸ（Ｒ）は、その一
部が前記保護膜ＰＳＶの一部に形成されたコンタクトホ
ールＣＨ２を通して薄膜トランジスタＴＦＴのソース電
極ＳＤ２に電気的に接続されている。
【００４１】さらに、画素電極ＰＸ（Ｒ）はこれに接続
される前記薄膜トランジスタＴＦＴを駆動するゲート信
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号線ＧＬとは異なる他の隣接するゲート信号線ＧＬの上
方に至るまで延在されて、該他のゲート信号線ＧＬと重
畳する部分を形成している。この部分において、画素電
極ＰＸ（Ｒ）と他のゲート信号線ＧＬとの間に保護膜Ｐ
ＳＶおよび絶縁膜ＧＩの積層体を誘電体膜とする容量素
子Ｃａｄｄが形成されるようになっている。この容量素
子Ｃａｄｄは、たとえば画素電極ＰＸ（Ｔ）およびＰＸ
（Ｒ）に供給された映像信号を比較的長く蓄積させる等
の機能をもたせるようになっている。
【００４２】そして、このように画素電極ＰＸ（Ｒ）が
形成された透明基板ＳＵＢ１の上面には該画素電極ＰＸ
（Ｒ）をも被って配向膜ＯＲＩ１が形成されている。こ
の配向膜ＯＲＩ１は液晶ＬＣと直接に当接する膜で、そ
の表面に形成されたラビングによって該液晶ＬＣの分子
の初期配向方向を決定づけるようになっている。
【００４３】また、この透明基板ＳＵＢ１の液晶側とは
反対側の面に粘着材ＡＤ’１を介して位相差板ＰＨ１と
偏光板ＰＯＬ１とが順次配置され、これら位相差板ＰＨ
１と偏光板ＰＯＬ１とでいわゆるアンチグレア偏光板を
構成している。なお、前記位相差板ＰＨ１は必ずしも必
要とするものではなく、特に設けなくてもよい。
【００４４】液晶ＬＣを介して透明基板ＳＵＢ１と対向
配置される透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面には、その各
画素領域を画するようにしてブラックマトリクスＢＭが
形成されている。すなわち、少なくとも液晶表示部に形
成されたブラックマトリクスＢＭは各画素領域の周辺部
を残す領域に開口が形成されたパターンをなし、これに
より表示のコントラストの向上を図っている（図２の符
号ＢＭ参照）。
【００４５】また、このブラックマトリクスＢＭは透明
基板ＳＵＢ１側の薄膜トランジスタＴＦＴを充分被うよ
うにして形成され、該薄膜トランジスタＴＦＴへの外来
光の照射を妨げることによって該薄膜トランジスタＴＦ
Ｔの特性劣化を回避するようになっている。
【００４６】ブラックマトリクスＢＭが形成された透明
基板ＳＵＢ２の面には該ブラックマトリクスＢＭの開口
を被ってカラーフィルタＦＩＬが形成されている。この
カラーフィルタＦＩＬはたとえば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青(Ｂ)の各色のフィルタからなり、ｙ方向に並設される
各画素領域群にたとえば赤色のフィルタが共通に形成さ
れ、該画素領域群にｘ方向に順次隣接する画素領域群に
共通に赤（Ｒ）色、緑（Ｇ）色、青(Ｂ)色、赤（Ｒ）
色、……、というような配列で形成されている。これら
各フィルタはその色に対応する顔料が含有された樹脂膜
で構成されている。
【００４７】ブラックマトリクスＢＭおよびカラーフィ
ルタＦＩＬが形成された透明基板ＳＵＢ２の表面にはこ
れらブラックマトリクスＢＭおよびカラーフィルタＦＩ
Ｌをも被って、たとえばＩＴＯ膜からなる透光性の導電
膜が形成され、この導電膜によって各画素領域に共通の
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対向電極ＣＴが形成されている。
【００４８】この対向電極ＣＴの表面には配向膜ＯＲＩ
２が形成され、この配向膜ＯＲＩ２は液晶ＬＣと直接に
当接する膜で、その表面に形成されたラビングによって
該液晶ＬＣの分子の初期配向方向を決定づけるようにな
っている。
【００４９】また、この透明基板ＳＵＢ１の液晶側とは
反対側の面に拡散粘着材ＡＤを介して位相差板ＰＨ２と
偏光板ＰＯＬ２とが順次配置されている。ここで、前記
拡散粘着材ＡＤは粘着材中にビーズ等を混入させたもの
からなり、該ビーズ等により入射された光を散乱させて
出射させる機能を有している。なお、このビーズは透明
基板ＳＵＢ１と透明基板ＳＵＢ２との間のギャップを均
一にするため、液晶ＬＣ内に混入させるビーズＢＳとほ
ぼ同様の材料からなっている。
【００５０】さらに、このように構成された液晶表示装
置において、透明基板ＳＵＢ２、すなわち光透過がなさ
れる画素電極ＰＸ（Ｔ）および光反射がなされる画素電
極ＰＸ（Ｒ）が形成されている透明基板ＳＵＢ１と異な
る他の透明基板ＳＵＢ２の液晶とは反対側の面にフロン
トライトＦＬが配置されている。このフロントライトＦ
Ｌは透明基板ＳＵＢ２に対向して配置された透明材料か
らなる導光板とこの導光板の側壁側に該側壁に沿って配
置された線状の光源（たとえば冷陰極線管：図示せず）
とから構成されている。
【００５１】このように構成された液晶表示装置は、該
液晶表示装置の全体を示す図３に示すように、観察者
は、たとえば透明基板２側に位置し、フロントライトＦ
Ｌを通して液晶表示装置を目視することができるように
なる。
【００５２】この場合、該観察者は、フロントライトＦ
Ｌを消灯させ、太陽光等のような外来光を利用して液晶
表示装置の液晶表示部に映像される画像を認識できる
（モード（１））。すなわち、前記外来光はフロントラ
イトＦＬ、透明基板ＳＵＢ２、液晶ＬＣを透過し、画素
電極ＰＸ（Ｒ）で反射されて、液晶ＬＣ、透明基板ＳＵ
Ｂ２、フロントライトＦＬを経て、観察者の目に至るこ
とになる。また、同様に、フロントライトＦＬを点灯さ
せて液晶表示装置の液晶表示部に映像される画像も認識
できる（モード（２））。
【００５３】さらに、観察者は、たとえば透明基板１側
に位置し、液晶表示装置を目視することもできるように
なる。
【００５４】この場合、該観察者は、フロントライトＦ
Ｌを点灯させて、液晶表示装置の液晶表示部に映像され
る画像を認識できる（モード（３））。すなわち、フロ
ントライトＦＬの光は透明基板ＳＵＢ２、液晶ＬＣを透
過し、さらに画素電極ＰＸ（Ｔ）も透過し、透明基板Ｓ
ＵＢ１を経て、観察者の目に至ることになる。
【００５５】このことから、液晶表示装置の液晶表示部
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の観察は一方の側からのみでなく、他方の側からも観察
することができるようになる。
【００５６】この場合、左右反転を特に問題としない画
像の場合には、映像信号の供給等の切り替えは行わなく
てもよいが、たとえば文字等の表示の場合には、映像信
号の供給等の切り替えによって、それらを支障なく観察
することができるようになる。
【００５７】また、上述した実施例の構成は、透明基板
ＳＵＢ２のフロントライトＦＬ側の表面に、拡散粘着材
層ＡＤが形成されているため、図３に示すモード（１）
あるいはモード（２）に示す光が該拡散粘着材層ＡＤに
よって拡散され、いわゆる鏡面反射による映り込みを防
止できる効果を奏する。
【００５８】実施例２．図４は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応した図と
なっている。
【００５９】図１と異なる構成は、透明基板ＳＵＢ１の
液晶ＬＣと反対側の面に、拡散粘着材層ＡＤ２を介して
位相差板ＰＨ１および偏光板ＰＯＬ１が形成されている
ことにある。この拡散粘着材層ＡＤ２は粘着材層中にビ
ーズを混入させたものとして構成されている。
【００６０】このようにした場合、透明基板ＳＵＢ１の
液晶ＬＣと反対側の面から入射される光は前記拡散粘着
材層ＡＤ２によって拡散されるため、いわゆる鏡面反射
による映り込みを防止することができる。
【００６１】また、この実施例の場合、透明基板ＳＵＢ
２の液晶ＬＣと反対側の面にも、拡散粘着材層ＡＤを介
して位相差板ＰＨ２および偏光板ＰＯＬ２が形成されて
いるため、透明基板ＳＵＢ２の液晶ＬＣと反対側の面か
ら入射される光も前記拡散粘着材層ＡＤによって拡散さ
れるようになっている。
【００６２】実施例３．図５は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応した図と
なっている。
【００６３】図１と異なる構成は、まず、透明基板ＳＵ
Ｂ２の液晶側の面にて、たとえばブラックマトリクスＢ
Ｍ、カラーフィルタＦＩＬの上面に、そして対向電極Ｃ
Ｔの下面に拡散オーバーコート層ＤＯＣが形成されてい
る。該拡散オーバーコート層ＤＯＣは、たとえば有機材
料層にビーズが混在されて構成されている。
【００６４】この拡散オーバーコート層ＤＯＣは前記拡
散粘着材ＡＤと同様の機能を有し、これにより、透明基
板ＳＵＢ２の液晶と反対側の面に形成される位相差板Ｐ
Ｈ２と偏光板ＰＯＬ２は通常の粘着材層ＡＤ’１を介し
て形成されている。
【００６５】このように構成された液晶表示装置は、透
明基板ＳＵＢ２の液晶ＬＣと反対側の面から入射される
光は前記拡散オーバーコート層ＤＯＣによって拡散され
るようになり、鏡面反射による映り込みを防止できる。
【００６６】また、透明基板ＳＵＢ２の液晶ＬＣと反対
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側の面に形成した拡散粘着材ＡＤの場合と比較すると、
反射表示の表示像自体のぼやけを防止できる効果を奏す
る。ちなみに、透明基板ＳＵＢ２の液晶ＬＣと反対側の
面に拡散粘着材層ＡＤを形成した場合、光反射機能を有
する画素電極ＰＸ（Ｒ）と拡散粘着材層ＡＤとの間の距
離は、透明基板ＳＵＢ２の厚み分に相当し、液晶層の層
厚（数μｍ）より２桁以上となってしまい、反射表示の
表示像自体にぼやけが生じてしまう。
【００６７】実施例４．図６は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す構成図で、図５に対応した図と
なっている。
【００６８】図５と比較して異なる構成は、透明基板Ｓ
ＵＢ１の液晶と反対側の面に配置される位相差板ＰＨ
１、偏光板ＰＯＬ１は拡散粘着材層ＡＤを介して形成さ
れている。
【００６９】これにより、透明基板ＳＵＢ２の液晶ＬＣ
と反対側の面から入射される光は前記拡散粘着材層ＡＤ
によって拡散され、鏡面反射による映り込みを防止する
ことができる。
【００７０】実施例５．図７は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す構成図で、図６に対応した図と
なっている。
【００７１】図６と比較して異なる構成は、光反射電極
として機能する画素電極ＰＸ（Ｒ）が、表面に凹凸が形
成された保護膜ＰＳＶ上に形成されていることにある。
【００７２】この画素電極ＰＸ（Ｒ）は、透明基板ＳＵ
Ｂ１および透明基板ＳＵＢ２のそれぞれから入射される
光をいずれも反射させるものであり、前記保護膜ＰＳＶ
のみの表面の凹凸処理によって同時にそれらの機能をも
たせることができる。
【００７３】実施例６．図８は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す構成図で、図７に対応した図と
なっている。
【００７４】図７と比較して異なる構成は、光透過部と
して形成される領域で、絶縁膜ＧＩ、保護膜ＰＶＳ１、
保護膜ＰＶＳ２に形成された凹陥部に透明基板ＳＵＢ２
側に形成されたカラーフィルタＦＩＬと同じ色のカラー
フィルタが埋め込まれて形成されていることにある。
【００７５】このように構成された液晶表示装置は、光
透過モードの表示の際に、色純度の高い表示を得ること
ができる。
【００７６】反射表示を兼ねる液晶表示装置の場合、輝
度優先で該反射表示をするのが一般的であり、内蔵され
るカラーフィルタＦＩＬは比較的淡い色のものを用いて
いる。このため、透過表示をする場合にも輝度が低くな
ってしまう不都合を上述した構成で解消することができ
る。
【００７７】実施例７．図９は本発明による液晶表示装
置の他の実施例を示す構成図で、図８に対応した図とな
っている。
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【００７８】図８と比較して異なる構成は、透明基板Ｓ
ＵＢ２に形成されるカラーフィルタＦＩＬを特に設けな
い構成としたものである。
【００７９】これにより、光反射表示モードの際には白
黒表示がなされ、光透過表示モードの際には透明基板Ｓ
ＵＢ１側の画素電極ＰＸ（Ｔ）に重畳させて形成したカ
ラーフィルタＦＩＬによってカラー表示がなされるよう
になっている。
【００８０】すなわち、光反射表示モードの際には輝度
を優先させて白黒表示とし、光透過表示モードの際には
画質を優先させてカラー表示としたものである。
【００８１】実施例８．上述した各実施例で示した液晶
表示装置は、その各透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２のいず
れの側から表示が認識できるようになっている。
【００８２】このため、液晶表示装置（液晶表示パネル
ＰＮＬ）とフロントライトＦＬのモジュール化を図るフ
レームＦＲは、たとえば図１０（ａ）に示すように、前
記液晶表示パネルＰＮＬとフロントライトＦＬの積層体
の周辺に形成されるようになっており、少なくとも該液
晶表示パネルＰＮＬにおいてその表裏面の液晶表示部を
被うような遮光部材を存在させない構成となっている。
【００８３】このことから、前記フレームＦＲの他に、
そのフレームＦＲの一部として形成される部材を必要と
すれば、たとえば図１０（ｂ）に示すように、たとえば
フロントライトＦＬが配置される側と反対の側に、該液
晶表示パネルＰＮＬの液晶表示部を被うようにして透明
部材ＴＭが形成されていてもよい。
【００８４】また、この場合の透明部材ＴＭの代わり
に、その部分にいわゆるタッチパネルを配置させるよう
にしてもよいことはもちろんである。
【００８５】ここで、タッチパネルとは、これにより液
晶表示パネルＰＮＬによる画像表示が妨げられることは
なく、その押圧点の位置情報が出力される板状の電子部
材をいう。
【００８６】実施例９．なお、上述した各実施例では、
各画素領域に光反射性の画素電極と光透光性の画素電極
とを備え、それぞれの電極によって光反射モードおよび
光透過モードを構成するようになっている。
【００８７】しかし、このような構成に限定されること
はなく、１つの画素電極において光透過と光反射を同時
になし得るような材料層（たとえばＡｌ層を比較的薄く
形成した層）で形成し、これにより光反射モードおよび
光透過モードを兼用させるような構成であってもよいこ
とはもちろんである。
【００８８】実施例１０．図１１は上述した液晶表示装
置を携帯電話器に適用した実施例を示す図である。図１
１（ａ）は電話として使用する場合を示し、図１１
（ｂ）は情報端末として使用する場合を示している。
【００８９】本実施例による携帯電話器は、キーボー
ド、ボタン、あるいはスイッチが形成され、かつそれら
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に接続される回路等を内蔵する筐体部ＣＡＳと、この筐
体部ＣＡＳに対してその一辺を基軸として開け閉じがで
きる液晶表示部ＬＤとから構成されている。
【００９０】上述のように液晶表示部ＬＤに内蔵される
液晶表示パネルは、その両面から画像認識ができること
から、たとえば電話として使用する場合には、図１１
（ａ）の携帯電話器を側面から観た図１１（ａ’）に示
すように、筐体部ＣＡＳに対して閉じられた液晶表示部
ＬＤの電話操作者が目視できる側（たとえば透明基板Ｓ
ＵＢ１側）の液晶表示部を観察するようになっている。
【００９１】また、情報端末として使用する場合には、
図１１（ｂ）の携帯電話器を側面から観た図１１
（ｂ’）に示すように、筐体部ＣＡＳに対して開かれた
液晶表示部ＬＤの電話操作者が目視できる側（たとえば
透明基板ＳＵＢ２側）の液晶表示部を観察するようにな
っている。
【００９２】この場合、それぞれの液晶表示部の液晶表
示領域における画像表示は、たとえば筐体部ＣＡＳに対
する液晶表示部ＬＤの開け閉じを検出するスイッチによ
って切り替えるように構成されている。
【００９３】実施例１１．図１２（ａ）、（ｂ）は本発
明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図
１１（ａ）、（ｂ）に対応した図となっている。図１１
と比較して異なる構成は、まず、液晶表示部ＬＤの電話
操作として用いる側の液晶表示領域は比較的小さく形成
されている。
【００９４】該液晶表示領域の外輪郭は、たとえばフレ
ームＦＲの一部が液晶表示パネルＰＮＬが延在されて形
成されている。
【００９５】そして、前記液晶表示領域を小さくした分
の余剰のスペースの前記フレームＦＲの延在部に電話操
作のボタンを配置させた構成としている。
【００９６】この場合、たとえば、液晶表示部ＬＤの断
面を示す図１２（ｃ）に示すように、電話として使用す
る場合に目視する側にフロントライトＦＬが配置され、
電話操作者はこのフロントライトＦＬの点灯および消灯
にかかわらず反射表示モードで表示を認識するようにな
っている。
【００９７】また、情報端末として使用する場合、情報
端末操作者は前記フロントライトＦＬから液晶表示装置
へ透過する光によって、すなわち透過表示モードで表示
を認識するようになっている。
【００９８】さらに、前記電話操作のボタンに接続され
る回路ＣＲＣは、たとえば図１３に示すように、電話器
として用いる際の液晶表示領域を画するフレームＦＲの
延在部内に組み込むことができるようになっている。
【００９９】実施例１２．図１４（ａ）、（ｂ）は、本
発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、
それぞれ図１２（ａ）、（ｂ）に対応した図となってい
る。
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【０１００】この実施例では、電話として使用する場
合、そのボタン側から観て液晶表示領域に表示される文
字等は横書きで表示され、情報端末として使用する場合
には、そのキーボード側から観て横書きで表示されるよ
うになっている。
【０１０１】そして、電話として使用する場合、その液
晶表示領域が狭いことから、駆動周波数が落とされてフ
レームあたりの描画ライン数が減らされて駆動されるよ
うになっている。これに対して、情報端末として使用す
る場合には、電話として使用する場合と比較し、駆動周
波数が多くフレームあたりの描画ライン数が多くなって
いる。
【０１０２】なお、この場合において、電話として使用
する場合と情報端末として使用する場合とで、使用する
液晶表示装置の液晶表示部の面積が異なることから、図
１４（ｃ）  に示すように、フロントライトＦＬの光源
（たとえば発光ダイオードＬＥＤ）を導光板の一対の対
向する辺のそれぞれに配置させ、電話として使用する場
合にはその液晶表示部に近接する一方の光源を点灯さ
せ、情報端末として使用する場合にはそれぞれの光源の
双方を点灯させるようにしてもよいことはいうまでもな
い。
【０１０３】
【発明の効果】以上説明したことから明らかなように、
本発明による液晶表示装置によれば、必要に応じて液晶
表示部の正面あるいは背面から画像を観察できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す構
成図で、図２のＩ－Ｉ線における断面図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す平
面図である。
【図３】本発明による液晶表示装置の光反射モードおよ

14
び光透過モードのそれぞれの光の経路を示す説明図であ
る。
【図４】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
構成図である。
【図５】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
構成図である。
【図６】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
構成図である。
【図７】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
構成図である。
【図８】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
構成図である。
【図９】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す
構成図である。
【図１０】本発明による液晶表示装置であってモジュー
ル化のための筐体を示す説明図である。
【図１１】本発明による液晶表示装置を携帯電話器に適
用させた一実施例を示す構成図である。
【図１２】本発明による液晶表示装置を携帯電話器に適
用させた他の実施例を示す構成図である。
【図１３】本発明による液晶表示装置を携帯電話器に適
用させた他の実施例を示す構成図である。
【図１４】本発明による液晶表示装置を携帯電話器に適
用させた他の実施例を示す構成図である。
【符号の説明】
ＳＵＢ…透明基板、ＧＬ…ゲート信号線、ＤＬ…ドレイ
ン信号線、ＧＩ…絶縁膜、ＰＳＶ…絶縁膜、ＰＸ（Ｔ）
…光透過の機能を有する画素電極、ＰＸ（Ｒ）…光反射
の機能を有する画素電極、ＣＴ…対向電極、ＰＨ…位相
差板、ＰＯＬ…偏光板、ＡＤ…拡散粘着材料層、ＦＬ…
フロントライト。

【図１】 【図３】



(9) 特開２００３－２１８３６

【図２】 【図４】
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【図１１】 【図１３】
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